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チェンライ・アカの「統治されないための芸術」
ゾミア芸術試論

藪本雄登

Yuto Yabumoto

The Art of Not Being Governed by 
Akha in Chaing Rai: The Possibility of 
Zomia Arts

抄　録

本稿では、ジェームズ・C・スコットの「ゾミア」、アレサンドロ・リッパの「ゾミア2.0」
とそれらへの批判を踏まえて、「ゾミア」と「芸術」の関係性について考察を行う。筆者

のアカの村々でのフィールドワーク、アカ出身の芸術家ブスイ・アジョウの神話的表現

と彼女への聞き取り調査を基礎に、従来の「ゾミア」概念の書き換えを試みながら、日々

の生活における「統治されないための技／芸術」としての「ゾミア芸術」試論を提示する。

Summary

This paper examines the relationship between “Zomia” and “Arts,” based on James C. Scott’s 
“Zomia,” Alessandro Rippa's “Zomia 2.0” and critiques of these works. Based on author’s 
fieldwork in Akha villages as well as on mythological expression and interviews with the 
contemporary artist Busui Ajaw, whose origins are in the Akha tribe, the paper attempts to 
rewrite the conventional concept of “Zomia” while developing the theory that “Zomia Art” can 
be seen as the “Art of Not Being Governed” in our daily lives.
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1.  はじめに　―「ゾミア芸術」はありうるのか？

サリー・プライス（Sally Price,1943-）とリチャード・プライス（Richard Price, 1941-）
は、南米仏領ギアナの逃亡奴隷らの子孫マルーンについて現地調査を行い、彼らは
Maron Arts（1999）を著した。統治や国家から逃れ続けてきたのはマルーンのみなら
ず、後述するゾミア（Zomia）の民も同様であり、マルーン芸術のような「ゾミア芸術
（Zomia Arts）」はありうるのだろうか。本稿では、人類学者ジェームズ・C・スコッ
ト（James C. Scott, 1936-）がThe Art of Not Being Governed: An Anarchist History of Up-
land Southeast Asia（邦訳：『ゾミア：脱国家の世界史』）において提示した「統治されな
いための術（Art of Not Being Governed）」と「芸術（Arts）」の関係性を示したい。
第2章では、スコットの「ゾミア」に関する概念やそれに対する批判を整理し、ア

ナキズム思想史の延長にある「ゾミア」と「芸術」との関係性を整理する。第3章では、
人類学者アレッサンドロ・リッパ（Alessandro Rippa）が、タイ王国チェンライのメコ
ン川を隔てて、ラオス側にあるゴールデン・トライアングル経済特区の事例を通じて

提示している「ゾミア2.0」の主張を確認し、それに対する筆者の批判を提示する。第
4章では、新自由主義的な無政府領域としての「ゾミア」ではない、オルタナティヴな
ゾミア性（Zomia-ness）を提示するために、筆者が2023年5月、7月において、約2週
間に渡って実施したチェンライ県のアベー村（Abae Village）、パカ村（Pa Kha Samakhi 
Village）、パヒー村（Phahee Village）のアカ集落での現地調査と、アカ出身の美術家ブ
スイ・アジョウ（Busui Ajaw, 1986-）へのヒアリングを踏まえて、本来的な場所概念と
しての「ゾミア」を超えて、「統治されないための芸術」としての「ゾミア芸術」試論を

提示する。

2.  「ゾミア」と「芸術」

（1）「ゾミア」とは何か

「ゾミア」とは、タイ、ミャンマー、ラオス等の東南アジア大陸部、中国南西部、イ

ンド北東部の山岳地帯を意味する地理的概念*1（図1）であり、アカ、ラフ、カレン、モン

等の山岳少数民族は特にゾミアの民といわれている。スコットは、ゾミアの民の焼畑

等の生産技術、神話やアニミズム信仰等を基礎とした社会組織、恒常的な移動／離散、

口承／無文字文化等が、国家から逃れ、国家と対抗するために自主的に選択した「統

治されないための術」であるという主張を展開している。また、東南アジアの山地社

会は、ピエール・クラストル（Pierre Clastres, 1934-1977）のいう「国家に抗する社会」
であり、これは「ゾミア」を可能とする術を発動する山地社会のアナキズム史におい

て世界史的な意義があると述べている。

確かに、歴史が国家の視点から描かれることが多い現代において、無政府／無支配

*1 James C. Scott. The Art of Not Being Governed: An An-
archist History of Upland Southeast Asia, Yale Universi-
ty Press (2009), pp.14-16　「ゾミア」という用語自体
は、オランダ人歴史学者ウィリアム・ファン・シェ

ンデル（William Van Schendel）が2002年に提示した
造語であり、図1はシェンデルの地理的範囲、定義に
基づいて作成した。
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をキーワードに超国家的なユートピア志向を示す「ゾミア」には魅力があるのも事実

である。他方で、「ゾミア」についての個別具体的な内容については、数多くの批判

がある。例えば、ラフ研究者の片岡樹が、ラフが王（ジョモ）や国家（ムミ）を求め続

けてきたという歴史的事実を指摘しているように、*2「ゾミアの民」が必ずしも国家を放

棄してきたわけではない。また、フランスの人類学者ベルナール・フェロモソ（Ber-
nard Formoso, 1957-）が述べるように、平地民と山地民の間には、薬草や麻薬等の農
業生産、鉱山開発等、経済的な相利共生関係があったこと*3を踏まえると、常に国家

とゾミアは対立状態にあったとはいえないのである。その意味で、ゾミアの民が必ず

しもアナキストであったということはできず、筆者もスコットの主張は極端過ぎるの

ではないかと考える。

そもそも、「アナーキー（Anarchy）」という言葉は、ギリシャ語のアナルコス（an-
arch）に由来し、権力（arche）がない（an-）状態、つまり無政府状態を意味する。そこ
から派生したアナキズムは、本来は無政府主義を意味する政治用語である。フランス

人哲学者のポール・ヴァレリー（Paul Valery, 1871-1945）によれば、「アナーキーとは
証明不能なものの命令に服従することを一切拒絶する各個の姿勢*4」であり、個人を

抑圧する全ての政治的圧力からの解放を求めることである。また、ロシアの政治思想

家ピョートル・クロポトキン（Pjotr Kropotkin,1842-1921）は、シベリアでの野生生物
の観察を通じて、生物は競争社会の強者ではなく、自発的に互いを助け合う関係を

構築した種が生き残っている事実に着目し、本来的なアナキズムとは異なり、「相互

扶助」の観点からアナキズムを提示した。例えば、筆者が訪れたアカのアベー村周辺

の山地集落では、市場、飲食店、教育施設等を通じて、仏教徒、キリスト教徒、イス

ラム教徒や山地民達が共在し、彼らが信仰する異なる神々や精霊を祀る教会、寺院や

*2 片岡樹、「山地民から見た国家と権力―ラフの例から」、
クリスチャン・ダニエルス（編）、『東南アジア大陸
部 山地民の歴史と文化』、言叢社、2014、pp.11-17

*3 Bernard Formoso. Zomian or zombies? What future ex-

ists for the peoples of the Southeast Asian Massif?, Journal 
of Global History (2010), p.321

*4 ポール・ヴァレリー、恒川 邦夫（訳）、『純粋及び応
用アナーキー原理』、筑摩書房、1986、p.14

図1. ゾミアの地図 ウィリアム・ファン・シェンデル（2002年）の見解に基づいて筆者作成
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モスク等の宗教施設が併設されていた。その市場内の飲食店では、複数の宗教性を持

つ人々が同じ場所で働き、その宗教性や場所性が混ざりあったような食事が提供さ

れていた。このような相利／相苦共在の場が、筆者がイメージする「ゾミア」像に近

い。その意味で、タイ出身のベトナム山地研究者ムクダウィジット・ ユクティ（Yukit 
Mukdawijitra）が述べる「半ゾミア地帯（Semi Zomia Zone）*5」のような平地民、山地

民、そしてその混淆の場としてのあいだ*6にいる人々が重層的に共在する避難地を

「ゾミア」的な場所として捉えるほうが実態に合っているように思う。

以上から、筆者は、アナキズムを、無政府という側面だけでなく、「異なる生存条

件を有する生命が自身の異質性を放棄せずに、相互扶助的な共存関係を構築しようと

する態度」と捉え直した上で、アナキズム史における「ゾミア」の意味を、現状に合わ

せて、新しく解釈し、更新する（以下、「書き換え、rewrite」）べきだと考える。

（2）「ゾミア」と「芸術」

筆者は、この「書き換え」という行為が「ゾミア」と「芸術」の関係性を考察する上

で重要な鍵概念となると考えている。オーストリア人アーティストのペーター・ヴァ

イベル（Peter Weibel,1944-2023）は、「書き換え」を「自然や社会システム内の全ての
諸要素が、それらの関係性の相互作用に基づいて、新しい意味で絶え間なく翻訳・更

新され続けるプロセス」という意味で使っている。ヴァイベルは、その中で「芸術」が

グローバルな文化経済によって生じる世界各地の歴史、民族や文化特性の変容を、ま

さに拡大鏡のように可視化する機能を持つと述べると同時に、「現代芸術と現代世界

は、グローバルな書き換えプログラムの一部である」と主張する。つまり、ヴァイベ

ルはグローバルな文化や経済等の相互関係により、あらゆる事象の意味が「書き換え」

られている現代のグローバル社会において、その文化の合流と影響の痕跡を動的に示

すものを「グローバル・アート」と定義した。*7

ここにおける「芸術」の定義からいえば、レヴィ=ストロース（Claude Levi-Strauss, 
1908-2009）の「神話思考は言語や文化を超えて、数々の素材を相互にコミュニケート
させながら、ヴァリエーションを生み出す」と述べたテーゼのように、「芸術」と「神

話」の機能が接近しつつあるといえる。例えば、2019年の第58回ヴェネチア・ビエ
ンナーレ日本館で展示された「Cosmo-Eggs｜宇宙の卵」では、人類学者の石倉敏明
（1974-）が3つの卵に関する神話を創造したが、その「芸術」を通じて、現実と非現実
の反転や置換の痕跡が示され、新しい物語が紡ぎ出された。筆者は後述する精霊信仰

やアニミズムに関連した刺繍制作や芸術表現等の創造的実践を踏まえて、特に「ゾミ

ア」では、この「芸術／神話」を通じた創造的書き換えが、国家や権力による近代的

な包摂（取り込み）戦略から逃れる有効な手段として機能してきたと考えている。ア

カ研究者のデボラ・トゥッカー（Deborah E. Tooker）が述べるように、グローバル化

*5 Yukit Mukdawijitra, Semi-Zomia Zone: Highland States 
Viewed from Ethnic -minority-centered Vietnamese His-
tory, International Workshop Radically Envisioning 
a Different South Asia: from a Non-state Perspective, 
Kyoto University (2011), pp.18-19  

*6 ここで述べる「あいだ」とは、極と極の中間というあ

いだではなく、多様な事象が混じり合う混淆の場を
指す。

*7 Peter Weibel, The Global Contemporary and the Rise of 
New Art Worlds. Globalization and Contemporary Art, 
900 Transnazionale 1, 2017, p10, p.20
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以前において、アカの人々は独自の神話創作と祝祭実践を通して近代国家的な思想

や政体とは異なる超世俗的な力を中心とするアイデンティティや政体を再生産しなが

ら、国家による取り込みを回避してきた。そして、アカの「神話」は、宗教的に「信

じる」というよりも儀礼等を通じて「行う」ことに力点が置かれており、その再生産

の方法は常に柔軟かつ動態的であるという点に、「芸術」との類似性を見出だすこと

ができる。*8

他方、「ゾミア」自体の「書き換え」を試みた国際芸術展として、2019年に台湾で
開催されたアジアン・アート・ビエンナーレをあげることができる。シンガポール人

アーティストのホー・ツーニェン（Ho Tzu-Nyen, 1976-）と台湾人アーティストの
シュウ・ジャウェイ（Hsu Chia-Wei, 1983-）の共同キュレーションによる「山と海の
彼方からの異人たち（The Strangers from beyond the Mountain and the Sea）」は、本来
的な山地の「ゾミア」とスールー海の「水のゾミア」に焦点をあてた。同展では、中国

人アーティストのリー・チュアン（Liu Chuang,1978-）の《ビットコインマイニングと
少数民族のフィールド・レコーディング（Bitcoin Mining and Field Recordings of Eth-
nic Minorites）》（2018）が特に注目を集めた。リーは、映像作品を通じ、「ゾミア」に
おける過去から現在に至る連続的な植民地／採掘主義的な歴史の変容を拡大鏡のよう

に映し出した。*9つまり、同作では、山地民が雲隠れする避難地であった「ゾミア」が、

水力発電による電力供給と莫大な雨によるインターネット・サーバーの冷却機能がも

たらす産業的優位性によって、世界中のビットコイン・マイニング企業が投資する場

所に変容していく様子を示した。このように鑑賞者は「ゾミア」が現代的に「書き換

え」られていく様子を「芸術」を通じて、目撃したのである。*10

3.  現代の「ゾミア2.0」とアカの「統治されないための術」

（1）ゾミア2.0とは何か？

前述のリーの作品は、近年のブロックチェーン技術や暗号通貨の普及等に代表され

る通り、新自由主義経済や非中央集権的な先端テクノロジーと「ゾミア」との相性の

良さを暴露したともいえる。人類学者のリッパは、黄金の三角地帯のラオス国境側

にあるゴールデン・トライアングル経済特区*11（図2）を例に、新自由主義的な思想を基

礎に、国家を排した経済エリートのための避難地である「ゾミア2.0」の存在を主張す
る。*12筆者は、タイやラオスにて10年以上に渡り法律実務を行っている*13が、ラオスの

*8 Deborah E. Tooker, Space and the Production of Cul-
tural Difference among the Akha Prior to Globalization: 
Channeling the Flow of Life, Amsterdam University 
Press (2012), pp.37-38

*9 Liu Chuang, Can Sound Be Currency?, Collected Papers 
of the 2019 Asia Art Forum and Artists Forum, National 
Taiwan, Museum of Fine Arts (2020), pp.75-82

*10 Hsu Chia-Wei, The Strangers from beyond the Mountain 
and the Sea, Collected Papers of the 2019 Asia Art Fo-
rum and Artists Forum, National Taiwan, Museum of 
Fine Arts (2020), p.36

*11 キングスロマンスグループが、ラオス国内のボケオ
県において、政府から99年間のコンセッション権を
得た上で開発運営される約1万ヘクタール規模のカ
ジノ、不動産開発事業である。

*12 Alessandro Rippa, Zomia 2.0: branding remoteness and 
neoliberal connectivity in the Golden Triangle Special Eco-
nomic Zone, Laos: Social Anthropology (2019), p.253

*13  筆者の藪本雄登は、One Asia Lawyersグループとい
うアジア法務に特化した法律事務所の共同創業者で
ある。
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経済特区は、海外投資家と地方政治家との取引によって、投資規制や土地規制等につ

いて数多くの例外が認められている。その意味で、同区はラオス領土内にありながら、

国家権力の周縁にあって独自の自律性を持つ、一種の「ゾミア」的空間であるといえ

るだろう。

リッパの「ゾミア2.0」は、スコットと同様に、「ゾミア」を地理的な意味合いから、
行動様式としての「ゾミア性」を拡張したことに意義がある。しかしながら、「ゾミア」

におけるアニミズムや神話等を基礎とした社会組織や口承文化等の「術（arts）」には一
切言及がなされておらず、単なる政府との取引を「統治されないための技」とするの

は議論が単純過ぎると思われる。筆者は、新自由主義や経済エリート主義的な思想に

基づいて安易に「ゾミア2.0」と定義することが、「ゾミア」の本来的な特性に対する誤
解を招きかねないことを危惧している。むしろ、筆者は、「ゾミア」のアナキズム史や

「統治されないための術」は、国家と経済エリートの取引によってのみ起動するよう

なものではなく、神話*14やアニミズム*15等の要素が絡み合いながら、多／他種、多／

他所、多／他次元において発動する複合的技術ではないだろうか。

*14 レヴィ=ストロースは、「『神話的思考』は、抗議の
声を上げる解放者である（クロード・レヴィ=スト
ロース、大橋保夫（訳）、『野生の思考』、みすず書房、
1976、p.28）と述べており、神話とアナキズムの関連
性について言及している。

*15 「アニミズム」と「アナキズム」の関係については、筆
者が「ゾミア世界のアニミズム―アナルコ・アニミ
ズム試論」、『形の文化研究 第16号』、かたちの文化

会、2023年、pp.55-62で述べている通り、両者には
相互補助的な関係があると考えている。また、人類
学者のエドゥアルド・ヴィヴェイロス・デ・カスト
ロ（Eduardo Viveiros de Castro、1951-）が「『アニミ
ズム』とは、国家のなき社会、国家に抗する社会の存
在論なのだ」と述べている通り、アニミズムとアナ
キズムには密接な相互関係があると考えているが、
今後の研究において、さらに深めていきたい。

図2. タイ側からメコン川の先に見えるゴールデン・トライアングル経済特区  写真：筆者撮影
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（2）オルタナティヴなゾミア性を求めて―アカの現代芸術実践

新自由主義的な無政府領域としての「ゾミア」ではない、オルタナティブなゾミア

性や「統治されないための複合技術」の手がかりを求めて、筆者はチェンライのアカ

の村々において現地調査を行った。（図3）『アカ世界への門』を著したコーネリア・カメ

ラー（Cornelia Kammerer）によれば、タイのアカ共同体の存在が、英語で確認された
最古の記録は1909年であり、中国雲南をルーツに持つアカは国家から逃避しながら
山地に移住した。*16ただ、スコットによれば、第二次世界大戦後、「ゾミア」は存在しな

くなった可能性が高い*17という。確かに、筆者によるアカの村々での聞き取りによれ

ば、タイ国内での市民証やパスポートの発行条件等に定住化が求められ、タイ政府の

森林保護政策などにより移住が制限され、近年では実際に移動を行う者はほぼいない

という。当然バンコクやチェンマイ等の都市移住や海外出稼ぎ等、国家や産業社会内

部での移動は行われているが、国家や権力からの逃避をその特徴としていた彼らを、

ゾミアの民とするのは難しいのかもしれない。 

ただ、ハニ=アカ研究者の稲村務（1966-）は、「ゾミアは、『歴史的』に間違ってい
るように見えるし、単純化しすぎているように見える。しかしながらこれは文化論な

のであって彼らが結果的に国家から逃避してきた結果において蓄積され発達させてき

た文化であり、それが『統治されないための術』であるという文化の傾向性が重要な

のである。このことは山地民のすべてとは言えなくても、アカに関する限りは賛同で

きる*18」と述べている。稲村が述べるアカの文化的傾向性の中に、筆者は「統治され

ないための複合技術」が現代にも一部生きている可能性があると考える。

例えば、興味深いことに、筆者が実施したフィールドワークでは、各村において必

*16 Cornelia Kammerer, Gateway to the Akha World: Kin-
ship, Ritual, and Community Among Highlanders of 
Thailand, University of Chicago (1986), p.73 

*17 James C. Scott. The Art of Not Being Governed: An An-
archist History of Upland Southeast Asia, Yale Univer-
sity Press (2009), p.ix

*18 稲村務、『祖先と資源の民族誌―中国雲南省を中心
とするハニ=アカ族の人類学』、めこん、2016年、p.93 
稲村は、北タイとビルマのアカを中国雲南省にいる
ハニと同一の出自と文化を共有する「ハニ=アカ」と
呼称している。

図3. パーヒ村の美しい集落風景（左）、パカ村の人 （々右）  写真：筆者撮影
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ず野外で刺繍を行う女性に出会うことができた（図4）。アカの草木染によるビビッドな

原色の衣装には、幾何学模様に切り抜いた様々な布か地の布に縫いつけられており、

そこに細かいカラフルな刺繍が施されている。ヒアリングでは、その刺繍の鮮やかな

色彩やデザインは、森、河川や蛇等のイメージを喚起させるものであるという。ま

た、それらのイメージを刺繍の模様として表現し、また祝祭において、その衣装を身

に纏うことが、アカが普段の生活の中で抱いている自然や精霊と〈共に在る〉ような

イメージを共有する役割を担っているのではないかと語っていた。このようにアカの

刺繍や衣装制作は、無意識レベルで精霊（ネ）信仰やアニミズムと深く繋がっており、

種、時間、場所を超えて、アカのアイデンティティを維持するための「術」の実践が、

現在も生きていることが確認できた。

4.  アカとブスイ・アジョウの「統治されないための芸術」

他方、アカ語研究者のマイカ・モートン（Micah F. Morton）によれば、近年、アカの
人々は、国境を越えた複数の国家で暮らすアカのアイデンティティを維持するために、

アカ語の共通のアルファベットを基礎とした言語システムを構築しようとしている。*19そ

の功罪はともかく、この文字化の流れに抵抗するように、アカ出身の美術家ブスイ・

アジョウは、「芸術」という非文字の視覚メディアを通じて、今まさに消滅しつつある

「アカの祖先から伝えられたもの」である信仰や知恵を世界に伝達し続けている。 

図4. 子守をしながら、アカ族の衣装を編むパヒー村の女性  写真：筆者撮影

*19 Micah F. Morton, Negotiating the Changing Space of 
“Zomia”: Preliminary Discussion on the Role of Language 

in Akha Identitiarian Politics, International Journal of 
Thai Studies Vol.3, 2010, pp.102-106
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ブスイは、鮮やかな色使いと筆致か生み出すドラマティックな質感を用いる表情豊

かなスタイルの絵画で知られており、2019年のシンガポール・ビエンナーレで紹介さ
れ、国際的な注目を一気に浴びた（図5）。ブスイによれば、彼女はミャンマーで生まれ、

一家は政情不安から逃れるため、幼い頃にタイのチェンライへ移り住んた。ブスイの

《悲しみの日 （々Sad Day）》（2023）（図6）では、幼年期に無国籍であったブスイの人生を

回顧しながら「人間世界には平等がない」ことを表現しているという。ブスイは美術

学校には通っていないものの、父親が工芸家、彫刻家であったことから「芸術」を身

近に育った。現在、ブスイはキリスト教の影響が強まる故郷の村を離れ、アカの女性

では珍しくシャン出身の配偶者と結婚し、数年前に第一子を出産し、母親となった。

図5. スタジオで作品について説明するブスイ・アジョウ（左）、
シンガポール・ビエンナーレ2019で展示された《Ayaw Jaw Bah》（右）  写真：筆者撮影

図6. 《悲しみの日 （々Sad Day）》アウラ現代藝術振興財団所蔵 , 2023, 150 x 150 cm, Acrylic on canvas
写真：Busui Ajaw Courtesy of nca | nichido contemporary art
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その出産の経験に基づき、2023年6月16日から7月29日までの間、東京・六本木にあ
る日動コンテンポラリーアートで、ブスイは日本で初めて個展「Mother / Amamata」展
を開いた。*20ブスイが「アママタ（Amamata）」と呼称する母霊は、人間と精霊の両方を
産んだ母なる存在であり、本展では祖先から口承された「アママタ」のイメージを描

いたということである。カメラーは、祖先と子孫との系譜的な繋がりを維持する上で、

女性の役割が重要だと述べ、アカの儀礼においては男女の関係が頻繁に逆転すること

を理由に、アカにとっては男女の概念が固定的でなく、常に動的な相互補完状態を維

持していると主張している。*21この点にも関連して、ブスイは本展に際し、次の言葉を

残している。

アママタの時代に、人間と精霊が一緒に暮らしていたのには理由がある。人間の心は揺

れやすく、私達自身の特性を否定しがちである。こうして人間は、闇の中に自分自身の

対の存在を創り出す。その対なる霊の中に、差別と搾取の連鎖を繰り返し続けてしまう

私達の弱さを発見するのだ。*22

つまり、ブスイは、人間／男性中心主義的な平地国家の統治による差別と搾取の現

状を憂い、その差別と搾取的な統治を断ち切るために、人間と霊的存在の相互扶助的

な互恵関係を取り戻し、両者の対話が可能であった原初の世界観を取り戻す必要があ

るのではないかと提案しているのである。

（1）アカの時間意識に関する技／芸術

筆者は「アカの『統治されないための芸術』」に対する理解を深める意味で、ブスイに

対して「アカにとって、もっとも重要なことは何か」と聞いたところ、アカの①名前、

②神話、③棺という回答を得た。アカの儀礼では、何かしらのモノを媒介にしつつ、

①名前と②神話を密接に関係させながら、その実践が行われることが多い。例えば、

アカの葬送儀礼において、男達が祭司に指定された特別な木から棺を制作する。そし

て、入棺された死者の前で、祭司は、動物の供犠を行うとともに、神話上の祖先霊か

ら何十代にも渡る祖先の名の暗唱を行い、最後に故人の名を加える。これらの儀礼実

践は、自律した社会構造を維持するための「時間意識」を生み出す機能を有している。

アカの時間意識は、時間の経過に基づいて儀礼の日取りを決めるのではなく、祭司

が決定する日取りに基づいて時が動くといったようなダイナミックな螺旋的なもので

ある。例えば、アカのブランコ祭りは有名だが、その時期は固定しておらず、3つの
村においても実施時期はバラバラであった。このようにアカの儀礼や祝祭は、円環的

に元のところに戻らないように時期を固定しておらず、「統治されない」ように時期

がくれば、いつでも逃走できるような時間感覚を持たせる仕掛けが組み込まれてい

る。この「時間意識」について、ブスイの《アママタ》（2023）（図7・8）の「月」のイメージ

が、如実にそのことを伝えている。元々アカは毎月のように儀礼を行うが、その「月」

*20 展覧会ホームページ（https://www.nca-g.com/artist/
busui_ajaw/paintings_2022-2023/）最終閲覧：2023年
11月1日

*21 Cornelia Kammerer, Gateway to the Akha World: Kin-

ship, Ritual, and Community Among Highlanders of 
Thailand, University of Chicago (1986), p.358

*22 タイ人キュレーターのヴィパッシュ・プリチャノン
（Vipash Purichanont）による聞き取り記録を参照した。
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の呼称については規則性がないといわれており、*23ブスイの《アママタ》でも、黒い月

と白い三日月が象徴的に描かれているが、その形や色は不安定そのものであり、円環

的ではない螺旋的な「時間意識」のイメージを共有しているようである。

（2）アカの名前に関する技／芸術

アカの村に滞在していると、興味深いことに、名前を尋ねられることが多い。これ

は「父子連名制」が現代でも生きていることの証左ではないだろうか。父子連名制と

は、他の雲南のハニ族やチベット、ビルマ語族系の山岳地域と同様に、父親の名前の

最後の音節を子孫の名前の最初の音節に充当し、一人の「始祖」に戻って男系すべて

*23 稲村務、『祖先と資源の民族誌―中国雲南省を中
心とするハニ=アカ族の人類学』、めこん、2016年、
pp.184-193

図8.  「Mother／Amamata」展の展示風景  写真：筆者撮影

図7. 《アママタ 最初の母（Amamata the first Mom）》2023, 200 x 200 cm, Acrylic on canvas
写真：Busui Ajaw Courtesy of  nca | nichido contemporary art
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の先祖の名前を暗唱する習慣のことである。すべての山地民ではないにしろ、アカは

このプロセスを通じて、自己、他者、祖先や神話世代とのつながりを確認する。

筆者が調べた限り、「アママタ」という固有名に関する文献記録は確認できなかっ

たが、雲南のハニ=アカ語では、「アマ」は「母」や「源」を示す言葉であり、場合に
よっては「女神」を意味する。*24アカ研究者のポール・ルイス（Paul Lewis）によれば、
アカの神話では「アポェ・ミイェ（A poe mi yeh）」が空を創造し、そこから数えて12代
目の霊的存在である「スンムミオ（sumio）」が霊としての性質も具有する「最初の人間」
として創造されたことから、*25「スンムミオ」がアカの始祖とされることが多い。

今回のフィールドワークでは、「アママタ」という固有名から、神話上の人物をイ

メージできるアカの長老が数名いた*26（図9）。その長老達によって共有された「アママ

タ」のイメージは、多数の乳房を持つ存在であり、人間と精霊のあいだにある女性／

霊ということであった。タイ山地民の文化研究者のカノミタカコによれば、スンムミ

オ以前の「アポェ・ミイェ」には、身体の前面の胸に人間のための乳房が2つあり、背
中には精霊のための乳房が7つあるという。その母霊を巡る神話には、この一人の
母の存在を基盤に人間も精霊も共同して暮らしていたが、ある日、キュウリ（卵）*27

の紛失と母霊の死を巡って人間界と霊界の間に隔たりができ、人間達が精霊を出し

抜いた結果、人間は長きにわたり、霊によって呪われるという物語がある。*28ルイス

の調査でも、同様の神話が、スンムミオから以後の世代である「ゾェタンパン（Dzoe 
tah pah）」または「タンパンアマ（Tah pah a ma）」という母霊を中心に展開される。*29また

稲村によれば、ハニ=アカの精霊祖先の中で、例外的な女性霊である「タパマ（Tanq-
pangqma）」は、「アポェ・ミイェ」の神話と同様に、身体の前面の胸には人間のための

*24 同書、p.290
*25 Paul Lewis, Peoples of the Golden Triangle: Six Tribes in 

Thailand, Thames &Hudson (1988), p.24
*26 ヒアリングにおいては、20-40代までの若年層はほ
とんど神話を知らない状態であり、長老へのヒアリ
ングを通じて、スンムミオやアポェ・ミイェ等の存
在を知るようなケースが多かった。

*27 稲村が採集した神話では、キュウリではなく、卵に

書き換えられている。稲村務、『祖先と資源の民族誌
―中国雲南省を中心とするハニ=アカの人類学』、め
こん、2016年、p.171

*28 カノミタカコ、『神話の人々―タイ山岳民族の染織
工芸』、紫紅社、1991年、pp.254-255

*29 清水郁郎、『家屋とひとの民族誌―北タイ山地民ア
カと住まいの相互構築誌』、風響社、2005、p.275

図9. アベー村のニパ（シャーマン）（左）、アカの神話について語るパカ村の長老（右）
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9つの乳房、背中には精霊のための9つの乳房があるといわれており、人と精霊の分
離に関する物語が採集されている。*30さらにアカ家屋研究者の清水郁郎（1966-）の調
査でも、類似する神話（母霊の固有名は不明）が確認されている。*31このようにアポェ・

ミイェ／タパマ／ゾェタンパン／タンパンアマ、そして、アママタといったように「母

霊なる存在」は、霊／人間の分離前、分離後などの時間や場所、種の次元を超え、常

に名前を変えながら、書き換えられ続けている。アカは、前述した精霊信仰やアニミ

ズムに関連した刺繍制作、そして、「名前」を書き換え続ける神話創造を通じて、人

間中心主義的な国家思想とは異なった独自のアイデンティティや政体を再生産しなが

ら、「統治されないための術」を発動し続けているのである。

（3）アカの神話に関する技／芸術

このようにアカにおいては、①名前と②神話が密接に関わっている。アカの神話は、

上記で述べたような霊／人間／そのあいだといった象徴三元論的であり、平地／山

地、男／女、村落／森林、山／谷、内／外等、二項対立構造を基礎としながら、アカ

の神話はそのあいだを捉えることを重要視している。*32ブスイの《アママタ》に描かれ

た3つの目は、そのことを暗示的に指し示しているのだろう。また、神話的な次元に
おいて「アママタ」に寄り添う黒い「蛇」、《何を選択するのか（Choose what we have）》
（2023）（図10）で描かれる「アママタ」の下半身に巻き付く赤い「蛇」は何を意味してい

るのだろうか。

ブスイによれば、アカにとって、蛇、犬、鳥は人生のパートナーを選ぶ際の象徴的

なシンボルであり、「犬は正直もの」、「鳥は飛び去るもの」、「蛇は信用できないもの」

というイメージがあるとのことである。一般的に龍や蛇（ナーガ）は、平地国家や権

力を象徴するものと考えられているが、アカの十二支には辰がいないことからも明

らかなように、アカには龍神信仰はほとんど存在しない。*33他方、ブスイは、アカの古

い文化の信仰では、鳥は魂と精霊の象徴であり、「黒い蛇」は元々のアカの守護神で

*30 注23、前掲書、p.149, p.171
*31 注29、前掲書、pp.212-220
*32 Alting von Gesau, Dialectics of Akhazan: The Interna-

tionalization of a Perennial Minority Group. Hignlanders of 
Thailand, Oxford University Press (1983),  pp.242-277 

*33 注29、前掲書、p.174

図10.  《何を選択するのか（Choose what we have）》
アウラ現代藝術振興財団所蔵 150 x 150 cm

Acrylic on canvas  写真：Busui Ajaw Courtesy of 
nca | nichido contemporary art
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あったとも述べる。ハニ＝アカの神話において、蛇や龍が登場する物語があるが、そ

の内容は、黒龍が恵みをもたらす肯定的なもの、龍が村を破壊する否定的なものが混

在しており、多義的な存在として描かれている。稲村が「龍そのものをアンビバレン

トに位置づけ、そのエネルギーを再生産しつつも、ゾミアの民は象徴レベルで龍を受

け入れたふりをしながら実践レベルではいつでも排除できる位置に龍を位置づけてい

る*34」と述べているように、アママタに対して良い意味では寄り添い、否定的な意味

では足元から巻き付くような両義的な「蛇」の存在は、まさに国家権力／ゾミア的な

非権力のあいだの複雑性を的確に表現している。ブスイの《アママタ》では、この二

項対立の両義性を超えていく「統治されないための技」が、まさに現代的な視覚メディ

アとして可視化され伝達されるのである。

なお、ブスイが重要と述べた③棺については、紙面上の制約を理由に割愛するが、

前述の通り棺はアカの祖先信仰と葬送儀礼において重要なものである。ブスイは、タ

イランド・ビエンナーレ チェンライ2023（TBC2023）*35の招聘作家に選定されてお

り、棺をモチーフにした作品を制作する予定であるとのことである。アカにとって、

棺は外部に公開するようなものではなく、死者にまつわる事項は一種タブーとされ

ているとのことであるが、ブスイは棺を通じて、どのような「統治されないための芸

術」を実践し、現代の国家／ゾミアにどのような議論をもたらすのだろうか。筆者も
TBC2023では、上記で述べてきた複合的かつ相互扶助的なゾミア性を提示する「ゾミ
ア・パビリオン（Zomia Pavilion）」を与る身として、ブスイの動向を身近で注視しな
がら、それらの活動についていずれ論じる予定である。

5.  おわりに―「ゾミア芸術」試論

本稿では、スコットの「ゾミア」概念を基礎とし、現代の新自由主義的な意味合い

とは異なるゾミア性を模索してきた。スコットが述べるように、「ゾミア」という場所

は、現代においては存在しないのかもしれない。つまり「ゾミア」とは、ギリシャ語

の「ou（ない）」と「topos（場所）」という語源から造語された「ユートピア（utopia）」的
な架空の理想郷なのかもしれない。

ただ、仮にそうであったとしても、ここまでアカやブスイの芸術実践をみてきた通

り、異なる性質／生存条件を有する生命が自身の異質性を放棄せずに、相利共存空間

を構築するための「統治されないための技」は、アカに限った話ではなく、私達の身

近な生活においても必要不可欠な技術なのではないだろうか。私達は無政府主義とい

うイメージのみに引っ張られるわけではない、相互扶助的なゾミア性を基礎としなが

ら、神話、名前、モノ等の素材を螺旋的に高次稼働させる複合的かつ造形的な芸術実

践を「ゾミア芸術」と呼ぶことはできないだろうか。

この芸術実践を通じて、あなたの暮らしにおける「ゾミア（理想郷）」があらんことを。
（やぶもと・ゆうと／秋田公立美術大学院 複合芸術研究科、芸術人類学）

*34 同書、p.178
*35 タイランド・ビエンナーレ チェンライ2023「ゾミア・
パビリオン」（公式HP URL：https://www.thailand-
biennale.org/ 、2023年11月1日 最終閲覧）では、「ゾ

ミアインザクラウド（Zomia in the Cloud）」という
アート・プロジェクトと展覧会を開催する予定であ
り、同プロジェクトについては、今後論文として執
筆予定である。


